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評価項目 A（25 点） B（20 点） C（15 点） 
D（１つでもあて
はまれば不合格） 

文献検討によ
り、課題を明
確にできる。
(E) 

研究テーマに関する
分野に広く興味関心
を持ち、自ら具体的な
目標を設定して、積極
的に卒業研究の課題
を明確にし、取り組む
ことができる。 

研究テーマに興味を
持ち、自分で良く考え
て卒業研究の課題を
見出し、取り組むこと
ができる。 

研究テーマに沿
って、自分から卒
業研究に取り組
むことができる。 

自分から卒業研
究に課題を選択
できず、取り組む
ことができない 

研究を行う上
で、倫理的配
慮を考慮した
研究計画を立
案 で き る 。
(B)(E) 

指導教員の助言を参
考に、自ら研究分野の
現状を見極め、倫理的
配慮を自分で考え、研
究計画を立案できる 

指導教員の指導のも
と、研究分野の現状を
見極め、倫理的配慮を
少し考え、研究計画が
立案できる。 

指導教員の手厚
い指導のもと、研
究計画を立案す
ることができる。 

研究計画を立案
することができ
ない。 

適 切 な 方 法
で、研究を進
めることがで
きる。（E） 

データ収集、
分析 

指導教員の助言を参
考に、自ら考え、試行
錯誤を何度も繰り返
しながら、研究を進め
ることができる。 

 

指導教員の指導のも
と、試行錯誤を繰り返
しながら、研究を進め
ることができる。 

指導教員の手厚
い指導のもと、調
査や研究を進め
ることができる。 

研究を進めるこ
とができない。 

研究成果を論
文にまとめ、
発表すること
ができる（E） 

豊富なデータや事例
をわかりやすく卒業
論文にまとめ、熱意や
思いを込めて聴衆が
良く理解できる発表
をすることができる。 

データや事例をわか
りやすく卒業論文に
まとめ、内容が聴衆に
伝わるように発表す
ることができる。 

卒業論文をまと
め、その内容を発
表することがで
きる。 

卒業論文をまと
めること、もしく
はその発表をす
ることができな
い。 

 
 


